
主
催
者
を
代
表
し
て
、
菊

池
仁
静
岡
県
春
闘
共
闘
会
議
議

長
（
静
岡
県
評
議
長
）
は
「
世

界
で
は
労
働
者
の
賃
金
を
上
げ

る
こ
と
で
経
済
を
回
し
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
が
、
日
本
で
は

賃
金
が
下
が
っ
て
い
る
。
ま
ず

は
、
最
低
賃
金
を
全
国
一
律
１

５
０
０
円
に
引
き
上
げ
る
べ
き

だ
」
ま
た
「
医
療
の
現
場
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
で
大
変
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
政
府
が
こ
れ
ま

で
病
院
の
削
減
や
医
療
従
事
者

の
削
減
を
進
め
て
き
た
結
果
だ
。

こ
れ
ら
を
改
善
さ
せ
る
運
動
が

必
要
だ
。
ま
た
、
ケ
ア
労
働
者

の
賃
上
げ
が
重
要
だ
」
。

「
労
働
者
全
体
の
賃
金
引
上
げ

を
目
指
し
み
ん
な
で
元
気
を
出

し
て
運
動
を
進
め
て
い
こ
う
」

と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

集
会
決
議
案
を
ユ
ー
コ
ー
プ

労
組
の
秋
野
学
さ
ん
が
提
案
し

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
後
、
春
闘
課
題
や
組
合

の
要
求
「
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ

そ
大
幅
賃
上
げ
を
」
「
下
請
け

単
価
を
上
げ
ろ
」
「
労
働
時
間

減
ら
せ
・
生
活
時
間
増
や
せ
」

な
ど
の
ボ
ー
ド
を
、
呉
服
町
通

り
に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。

西
部
地
区
の
決
起
集

会
は
、
浜
松
市
中
区
の

東
ふ
れ
あ
い
公
園
で
開

催
し
ま
し
た
。

集
会
に
は
、
地
区
労
連
に
結

集
す
る
労
組
と
地
域
の
仲
間
、

家
族
連
れ
を
含
め
80
人
が
参

加
し
「
大
幅
賃
上
げ
・
底
上
げ

で
、
誰
も
が
希
望
も
て
る
公
正

な
社
会
を
労
働
組
合
で
い
っ
し
ょ

に
つ
く
ろ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
総
力
を
あ
げ
て
22
国
民

春
闘
を
闘
う
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

激
励
に
、
県
評
は
じ
め
浜
松

民
商
、
新
婦
人
浜
松
支
部
、
市

民
連
合
は
ま
ま
つ
、
日
本
共
産

党
西
部
地
区
委
員
が
駆
け
付
け

ま
し
た
。
そ
の
後
、
13
の
労

組
か
ら
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
が
行

わ
れ
、
各
労
組
の
春
闘
の
取
り

組
み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
決
議
案
を
、
鈴
木
里
子

西
部
地
区
労
連
常
任
幹
事
が
読

み
上
げ
て
提
案
し
、
満
場
一
致

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
堀
内
慶
一
地
区
労

連
議
長
（
写
真
上
）
に
よ
る
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
集
会
を
閉
じ

ま
し
た
。
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県評しずおか

ユーコープ労働組合
要求討議は1/20～2/3。コロナ感染拡大により個人別アンケート方式に変
更・2月12日要求提出、スト権確立。学習「憲法をいかす政治へ」「憲法改
悪を許さない全国署名に取り組もう」を計画。

建交労

1/17討論集会、働くみんなの要求アンケート実施。３月の中央行動に向
けて署名と併せて提出（国交省、厚労省など）、省庁行動。2月9日要求提
出。勤労者通信大学、わくわく講座に取り組む。拡大目標純増100人を目指
し、すべての支部にて独自の組織拡大方針を推進する。

全教静岡

２月に各教組に要求書提出するよう論議の呼びかけ。3月末に要求書提出。
通信労組

1/22、要求額と諸要求を決定。2/24まで支部にて討議。2/24要求書提出。
その後、3/9の統一回答指定日まで交渉を行う。低額回答には3/10始業時か
ら午前10時までストライキの予定。学習は、月１回の執行委員会にて「学
習の友」を読み合わせ。

福祉保育労

中央の統一要求項目から各分会で一致するものがあれば、それを入れて

いく。要求提出日は各分会に任せる。変形労働制について学習する。

静岡自治労連

「22国民春闘方針案」について討議、中央委員会にて「22国民春闘方針」
「22春闘要求書」を決定。2月24日一斉要求書提出日。学習「定年年齢引き
上げ学習会」「医療・介護・保育などすべての賃金引き上げ学習会」

化学一般

組合員全員参加で要求内容を討議。2月9日要求提出。学習「ジェンダー
平等」「賃金とは、化学一般の賃金目標」「労働・生活・健康アンケート

結果（コロナ禍前後の比較」「雇用延長制度の具体的な要求基準（二次案）」

金融労連

2/6中央委員会にて春闘要求決定した。各提出企業にて要求項目を検討し
て決定する。要求提出3月初旬。
静岡地区労連

静岡市・静岡商工会議所へ要請と懇談。各単組の要求については常任幹

事会等で確認報告を求めていく。春闘学習会「22春闘と社会的賃金闘争」

について学習。

22春闘 各単産・地域の行動計画

労
働
者
全
体
の

賃
金
引
上
げ
を
目
指
そ
う

22
春
闘
決
起
集
会

2
月
20
日
（
日
）
春
闘
勝
利
を
目
指
し
、
東
部
・
中
部

地
区
の
決
起
集
会
を
静
岡
市
葵
区
の
青
葉
緑
地
で
行
い
ま

し
た
。
当
日
は
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の
期
間
で
あ

り
例
年
の
大
人
数
に
よ
る
集
会
や
デ
モ
行
進
は
中
止
し
、

各
組
合
・
地
域
の
代
表
が
春
闘
要
求
を
ボ
ー
ド
に
書
き
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

22春闘を元気に闘って行こうとあいさつする菊池議長＝2月20日、青葉緑地
春闘要求をボードを掲げアピールする参加者（写真下）

西部地区決起集会2
月
11
日
、
愛
知
県
労
働
組

合
総
連
合
（
愛
労
連
）
・
愛
知

国
民
春
闘
共
闘
会
議
な
ど
で
構

成
す
る
第
43
回
ト
ヨ
タ
総
行
動

実
行
委
員
会
は
ト
ヨ
タ
総
行
動

を
行
い
ま
し
た
。
早
朝
か
ら
、

ト
ヨ
タ
本
社
（
豊
田
市
）
、
三

河
豊
田
駅
、
刈
谷
駅
で
宣
伝
を

行
い
ま
し
た
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
が
入
居
す
る
駅

前
の
超
高
層
ビ
ル
の
ミ
ッ
ド
ラ

ン
ド
ス
ク
エ
ア
前
に
約
１
０
０

人
が
参
加
し
、
静
岡
県
評
か
ら

は
、
堀
内
慶
一
副
議
長
が
参
加

し
ま
し
た
。

ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
ス
ク
エ
ア
前

で
は
、
横
断
幕
を
掲
げ
、
春
闘

ビ
ラ
の
配
布
や
宣
伝
カ
ー
か
ら

大
企
業
の
社
会
的
責
任
を
訴
え

ま
し
た
。

愛
労
連
の
西
尾
美
沙
子
議
長

は
「
こ
の
20
年
間
、
日
本
の
賃

金
は
上
が
っ
て
い
な
い
。
韓
国

に
も
抜
か
れ
た
。
春
闘
で
は
賃

上
げ
と
労
働
条
件
の
底
上
げ
が

必
要
だ
」
。
全
労
連
の
前
田
博

史
副
議
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
も

ト
ヨ
タ
の
業
績
は
好
調
だ
。
内

部
留
保
は
27
兆
円
。
ト
ヨ
タ
労

組
は
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
要
求
額

を
示
し
労
働
者
全
体
の
大
幅
賃

上
げ
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
」
。

共
産
党
の
本
村
伸
子
衆
議
院

議
員
は
「
利
益
を
賃
金
と
下
請

け
の
工
賃
引
き
上
げ
に
回
す
べ

き
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

地
元
か
ら
建
交
労
、
名
古
屋

市
職
労
組
、
国
労
名
古
屋
地
本
、

年
金
者
組
合
、
愛
知
国
公
の
組

合
員
が
組
織
の
現
状
や
春
闘
の

意
気
込
み
を
訴
え
ま
し
た
。

大
企
業
は
着
実
に
業
績
を
伸

ば
し
内
部
留
保
は
４
６
６
兆
円

（2020

年
度
）
と
膨
れ
上
が
っ

て
い
ま
す
。
22
春
闘
で
は
大
企

業
に
「
大
幅
賃
上
げ
・
均
等
待

遇
や
最
低
賃
金
の
全
国
一
律
１

５
０
０
円
」
と
い
う
社
会
的
責

任
を
果
た
す
よ
う
団
結
し
て
声

を
上
げ
ま
し
ょ
う
。

大
企
業
は
社
会
的
責
任
を
果
た
せ

第
43
回
ト
ヨ
タ
総
行
動

ト
ヨ
タ
自
動
車
が
入
居
す
る
ビ
ル

前
で
、
社
会
的
責
任
を
果
た
せ
と

訴
え
る
参
加
者
＝
2
月
11
日

のご予約・お問い合わせは
一財）国鉄労働会館静岡地方部へ

TEL 054（285）4426 FAX 054（283）6835

★ 静岡駅南口から徒歩1分
定員14名 ・ 30名（各1室）

少人数の打合わせ・会議・講習会におすすめです

■ 労使トラブル・解雇・賃金不払い・セクハラ
パワハラ・借金問題・教育問題など、受付けます。

■ 労働弁護士の紹介もいたします。

〇 受 付 国鉄労働会館静岡地方部
☎ 054（285）4426

〇 相談場所 静岡合同法律事務所

相
談
日
・
相
談
時
間
は

双
方
の
ご
都
合
に
よ
り

対
応
さ
せ
て
頂
き
ま
す



静
岡
県
原
水
爆
被
害

者
の
会
石
原
会
長
は
、

第
五
福
竜
丸
の
生
存
者

が
２
名
に
な
っ
た
が
、

決
し
て
風
化
さ
せ
な
い
取
り
組

み
を
、
と
あ
い
さ
つ
。

第
１
回
核
兵
器
禁
止
条
約
締

約
国
会
議
議
長
オ
ー
ス
ト
リ
ア

外
務
省
ク
メ
ン
ト
大
使
は
、
会

議
が
「
条
約
の
根
拠
で
あ
る
核

兵
器
の
非
人
道
性
を
強
調
す
る

チ
ャ
ン
ス
」
と
広
範
な
各
国
政

府
と
市
民
の
参
加
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協

議
会
の
濱
住
さ
ん
は
、
核
兵
器

は
反
人
間
的
な
兵
器
、
な
く
す

た
め
に
力
を
合
わ
せ
よ
う
と
訴

え
ま
し
た
。

主
催
者
報
告
で
は
、
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
抗
議
す

る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
口
実
に

非
核
３
原
則
を
崩
そ
う
と
す
る

動
き
に
も
警
戒
を
呼
び
か
け
、

更
に
世
界
大
会
成
功
へ
の
取
り

組
み
を
提
起
し
ま
し
た
。

米
国
や
日
本
の
政
府
は
全
容

解
明
を
し
よ
う
と
し
な
い
。
国

益
保
護
の
た
め
、
核
兵
器
開
発

を
行
う
と
高
度
の
軍
事
機
密
に

な
り
更
に
被
害
が
隠
ぺ
い
・
放

置
さ
れ
、
太
平
洋
の
水
爆
実
験

被
害
の
全
体
像
は
分
か
ら
な
い

ま
ま
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
て

い
く
必
要
が

あ
る
と
パ
ネ

ル
討
論
が
始

ま
り
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
討

論
で
は
、
黒

い
雨
訴
訟
弁

護
団
竹
森
さ

ん
は
、
被
爆

か
ら
76

年

も
放
置
さ
れ

て
き
た
黒
い

雨
被
爆
者
を

救
済
し
た
地

裁
・
高
裁
判

決
の
意
義
と

た
た
か
い
の

経
過
。
長
崎

被
爆
体
験
者

山
本
さ
ん
は
、

被
爆
の
実
態

が
隠
ぺ
い
さ

れ
被
爆
者
が

放
置
さ
れ
て

き
た
の
で
、
認
定
・
援
護
・
支

援
を
求
め
て
き
た
取
り
組
み
を
。

韓
国
イ
・
ジ
ュ
ヨ
ン
さ
ん
は
、

強
制
連
行
さ
れ
て
広
島
と
長
崎

で
被
爆
し
た
朝
鮮
人
の
帰
国
後

の
実
態
と
被
爆
者
を
無
視
し
放

置
し
た
韓
国
・
米
国
・
日
本
の

政
府
に
対
し
、
責
任
を
認
め
被

害
者
の
調
査
を
し
、
謝
罪
と
補

償
を
求
め
て
い
る
こ
と
。
ビ
キ

ニ
労
災
訴
訟
支
援
す
る
会
橋
元

さ
ん
と
訴
訟
原
告
団
長
下
本
さ

ん
が
、
第
五
福
竜
丸
以
外
の
ビ

キ
ニ
水
爆
実
験
の
マ
グ
ロ
船
や

貨
物
船
の
核
被
災
者
救
済
の
道

を
。
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
で
の
核

実
験
の
放
射
線
学
的
影
響
を
調

べ
て
い
る
ヒ
ュ
ー
ズ
・
コ
ロ
ン

ビ
ア
大
学
上
級
講
師
は
、
セ
シ

ウ
ム
１
３
７
の
濃
度
が
、
人
間

が
住
む
に
は
高
す
ぎ
た
こ
と
、

歴
史
を
教
訓
と
す
る
と
し
て
ま

と
め
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
と
核
で

威
嚇
さ
れ
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
現
状
や
、
核
大
国
に
よ
る
東

ア
ジ
ア
で
の
緊
張
の
高
ま
り
が

「
核
抑
止
」
や
「
核
の
傘
」
の

危
険
な
実
態
を
改
め
て
明
ら
か

に
し
た
集
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

2
月
17
日
、
定
例
研
究
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
「
福
祉
国
家

発
展
の
た
め
の
政
治
的
・
経
済

的
条
件
」
と
題
し
て
、
常
葉
大

学
の
杉
村
豪
一
氏
（
写
真
）
が

報
告
し
ま
し
た
。

新
興
国
で
は
福
祉
の
拡
大
は

思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

そ
の
水
準
は
民
主
化
と
経
済
発

展
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
依
存
し
て

い
ま
す
。
高
度
に

制
度
化
し
た
政
党

制
を
確
立
し
た
欧

州
等
の
国
々
で
は
、

社
会
民
主
主
義
政

党
な
ど
が
福
祉
拡

大
を
望
む
人
々
の

声
を
、
着
実
に
政

治
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
新
興
国
で
は

急
速
な
民
主
化
は

組
織
的
な

政
党
を
形

成
す
る
に

は
不
利
と

な
り
ま
す
。

欧
州
等

で
政
党
制
が
確
立
さ
れ
た
時
期

に
は
、
労
働
者
と
使
用
者
と
の

対
立
に
よ
り
、
分
配
の
問
題
は

中
心
的
な
争
点
と
な
り
ま
し
た
。

新
興
国
が
遅
れ
て
民
主
化
を
遂

げ
た
時
に
は
、
体
制
派
と
反
体

制
派
の
対
立
が
争
点
と
な
り
、

政
党
制
の
制
度
化
を
困
難
に
し

ま
し
た
。

福
祉
国
家
拡
大
の
た
め
の
経

済
的
条
件
と
し
て
、
大
量
生
産
・

大
量
消
費
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る

フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
経
済
の
中
で
、

労
働
者
が
中
間
層
化
す
る
こ
と

は
一
国
の
経
済
を
発
展
さ
せ
る

こ
と
に
繋
が
り
ま
し
た
。
ポ
ス

ト
・
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
の
時
代

に
は
豊
か
な
中
間
層
を
育
て
る

合
理
性
は
失
わ
れ
て
お
り
、
政

府
や
市
場
に
か
つ
て
の
よ
う
な

再
分
配
を
実
現
す
る
力
は
あ
り

ま
せ
ん
。

先
行
国
と
後
発
国
と
で
福
祉

国
家
と
し
て
の
発
展
の
度
合
い

が
違
う
の
は
、
①

政
党
制
の

制
度
化
の
水
準
と
、

②
フ
ォ
ー

デ
ィ
ズ
ム
経
済
の
経
験
の
有
無

が
異
な
る
か
ら
で
す
。

全
国
一
斉
「
労
働
相
談
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
を
2
月
25
日

（
金
）
、
静
岡
地
区
労
連
の
事

務
所
と
浜
松
の
西
部
労
働
会
館

で
実
施
し
ま
し
た
。

相
談
は
「
25
年
間
事
務
職

で
働
い
て
き
た
が
、
2
年
前

に
現
場
作
業
に
回
さ
れ
た
。
現

場
で
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け

て
い
る
。
一
時
金
を
ゼ
ロ
に
さ

れ
た
」
な
ど
の
相
談
が
あ
り
ま

し
た
。

県評ホームページ http://www.s-kenpyo.jp/ 県 評 し ず お か ２０２２年 ３月１０日発行 復刊第 １５１号〔２〕

昨
年
、
脳
心
臓
疾
患
の

労
災
認
定
基
準
が
改
定
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
続

い
て
厚
生
労
働
省
の
専
門

部
会
が
精
神
障
害
の
労
災

認
定
基
準
改
定
の
議
論
を

進
め
て
い
ま
す
。

精
神
疾
患
の
労
災
申
請

件
数
は
２
０
１
９
年
以
来

２
０
０
０
件
を
超
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
認
定
率
は

30
％
と
低
い
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
精
神

疾
患
の
患
者
数
は
50
万
人

を
超
え
る
高
い
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
（
厚
生
労
働
省

「
患
者
調
査
」
）
。
労
災

申
請
に
至
ら
な
い
労
働
者

が
数
多
く
い
る
こ
と
を
う

か
が
わ
せ
る
も
の
で
す
。

静
岡
で
も
、
労
働
相
談

な
ど
で
精
神
疾
患
を
訴
え

る
人
が
多
く
（
特
に
パ
ワ

ハ
ラ
に
よ
る
）
認
定
率
も

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
精
神
疾
患
の
労

災
認
定
基
準
の
改
定
は
、

業
務
に
よ
る
労
働
者
の
精

神
疾
患
発
症
を
労
災
に
認

め
さ
せ
る
た
め
に
重
要
な

意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
認
定
の
基

本
的
な
考
え
方
と
し
て

「
精
神
障
害
が
業
務
か
ら

く
る
ス
ト
レ
ス
と
、
当
事

者
の
脆
弱
性
と
の
バ
ラ
ン

ス
で
精
神
破
綻
が
生
じ
て

発
症
す
る
」
と
い
う
「
ス

ト
レ
ス
ー
脆
弱
性
理
論
」

に
依
拠
す
る
と
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
こ
の
脆
弱
性

は
当
事
者
と
同
種
の
労
働

者
を
基
準
に
検
討
す
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
「
ス
ト

レ
ス
」
「
脆
弱
性
」
等
、

医
学
的
に
も
評
価
が
困
難

と
さ
れ
て
い
る
概
念
や

「
同
種
の
労
働
者
」
と
い

う
社
会
的
概
念
な
ど
が
含

ま
れ
て
お
り
、
最
近
の
若

い
労
災
担
当
官
等
は
十
分

理
解
で
き
ず
に
大
変
形
式

的
に
処
理
し
、
不
支
給
決

定
を
出
し
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
最
近
の
S
君

の
事
例
で
は
「
同
種
」
の

属
性
中
に
障
害
が
含
ま
れ

て
い
な
い
こ
と
が
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

「
ス
ト
レ
ス
」
の
原
因

の
「
パ
ワ
ハ
ラ
」
に
つ
い

て
も
、
加
害
者
が
事
実
を

否
定
す
る
と
「
パ
ワ
ハ
ラ

の
客
観
的
な
裏
付
け
が
な

い
」
と
し
て
退
け
ら
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
認
定
さ
れ

る
の
は
、
録
音
が
あ
る
、

同
僚
や
退
職
者
の
勇
気
あ

る
証
言
が
あ
る
と
い
う
限

ら
れ
た
場
合
だ
け
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

場
合
に
被
害
者
の
主
張
が

よ
り
具
体
的
で
合
理
的
で

あ
る
場
合
等
に
は
認
定
す

る
よ
う
な
丁
寧
な
対
応
が

必
要
で
す
。

ど
の
よ
う
な
改
定
に
な

る
か
厳
し
く
見
守
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

精
神
障
害
の
労
災
認
定
基
準
の
改
定

職場の安全衛生を実現するために
静岡県安全健康センター No.90

核
実
験
被
害
の
告
発
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
糾
弾

ア
メ
リ
カ
の
ビ
キ
ニ
環
礁
な
ど
で
の
核
実
験
被

災
か
ら
68
年
、
３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー
集
会
が
3
月

1
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
か
れ
ま
し
た
。

国
家
で
あ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

侵
略
行
為
で
あ
り
、
断
じ
て
許

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
国
連

加
盟
国
の
主
権
、
独
立
、
領
土

の
尊
重
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
の

禁
止
を
明
記
し
て
い
る
国
連
憲

章
に
反
し
て
い
ま
す
。

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
「
核
大

国
」
を
強
調
し
、
核
兵
器
使
用

を
念
頭
に
置
い
た
と
み
ら
れ
る

発
言
を
し
て
い
ま
す
。
被
爆
国

と
し
て
断
じ
て
容
認
で
き
ま
せ

ん
。戦

争
は
何
も
関
係
の
な
い
一

般
市
民
を
巻
き
込
み
、
命
も
財

静
岡
県
評
は

「
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
対

す
る
軍
事
侵
攻

に
強
く
抗
議
す

る
声
明
」
を
3

月
1
日
付
で
発
表
し
ま
し
た
。

（
声
明
文
は
県
評
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）

ロ
シ
ア
は
2
月
24
日
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
対
し
て
軍
事
侵
攻

を
行
い
、
軍
事
基
地
を
は
じ
め

都
市
を
攻
撃
し
民
間
人
に
も
犠

牲
者
が
出
て
い
る
と
い
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
紛
れ
も
な
く
主
権

産
も
奪
い
ま
す
。
静
岡
県
労
働

組
合
評
議
会
は
、
ロ
シ
ア
の
蛮

行
に
対
し
て
強
く
抗
議
を
す
る

と
と
も
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の

即
時
撤
退
を
求
め
ま
す
。

抗
議
の

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

2
月
25
日
に
は
、
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
抗
議
す

る
た
め
、
静
岡
市
役
所
前
の
青

葉
通
り
で
、
県
評
は
じ
め
自
治

労
連
・
新
婦
人
・
静
岡
市
9

条
の
会
の
仲
間
が
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

ロシアのウクライナに対する
軍事侵攻に強く抗議

ロシアのウクライナに対する軍事侵攻に抗議のスタ
ンディング＝25日、青葉緑地前

３・１ビキニデー

欧
州
で
は
福
祉
拡
大
を

望
む
声
を
政
治
に
反
映

静
岡
県
労
働
研
究
所

No.78

T.Nabeta

全
国
一
斉
「
労
働
相
談

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
開
催

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
ビ
キ
ニ
デ
ー
の
参

加
者
（
左
下

菊
池
議
長
）
＝
1
日


